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歴史 的市 街地 の 保 存は 、都 市の 人口 集中 と建 築技 術の 工業 化を 背景 とし て

都市景 観の 画 一 化 が 世 界 的 に 進 む 中 、地域 固有 の歴 史 ・文化 を見 直し 、 地域

を活性 化す る 手 掛 か りと し て 国 際 的 な関心 を高 めて き た。一 方 で 、近 代 の都

市計画 や建 築技 術 の工 業 化 に は 災 害 の克服 とい う面 も あり、 元来 、災 害 に強

いとは 言い 難い 歴 史 的 建 築 物 で 構 成 された 市街 地で は 、 人口 の増 加や 産 業構

造の変 化等 、災 害 の 被 害 拡 大要 因が 増 してい るこ とも 現 実であ る 。こ のた め 、

歴史的 市街 地の 保 存上 、災 害 対 策 は 重 要な課 題で ある が 、第二次 世界 大戦 後 、

急速に 都市 化 が 進 ん だ 地 域 で は 、 伝 統的な 建築 技術 と 主とし て欧 米 に 淵 源を

持つ近 代建 築技 術 の間 に 大 き な 違 い が あり 、近 代建 築 技術を 暗黙 の前 提 とす

る近代 防災 政 策 で は 保 存 と 両 立す る 防災対 策を 実現 す るのが 困難 だっ た 。更

に、ア ジア の 大 半 の 都 市 で は 公 的 な 消防体 制が 十分 整 備され ない まま 、 人口

集中が 進ん だた め 、 市 街 地 の 災 害 規 模が概 して 大き く なって いる 。  
本研 究は 、こ の よ う な 状 況 に あ る地 域 の 歴史 的市 街地 に適 した 防災 戦略 と

して、 災害 発 生 の 早 期 覚 知と 住 民 参 加型の 初期 災害 対 応体制 を基 軸と す る防

災対策 の枠 組を 提 示し 、 そ の 具 体 的 な計画 手法 や必 要 な技術 を、 日本 及 びカ

ンボジ ア王 国 の 歴 史 的 市 街 地 の 地 域 防災計 画を 通じ て 開発し よう とす る もの

である 。本 論文 は 6 章 よ り 成 り 、各 章 の審査 の要 旨を 以 下に述 べる 。  
 
第 1 章で は 、研 究 背 景 、目 的 及び 研 究対象 市街 地の 特 徴につ いて 述べ て い

る。歴 史的 市 街 地 の 保 存 に 関 す る 公 的制度 があ る日 本 、 中国 、韓 国、 台 湾に

ついて 制度 の 内 容 と 制 度 対 象 外 を 含 む現存 の歴 史的 市 街地の 災害 リス ク の状

況を概 観し 、市 街 地の 歴 史 的 経 緯 ・ 立地、 建築 物の 特 徴等が 防災 的に 見 て多

様であ るこ とを 明 ら か に し て い る 。 そのう えで 、歴 史 的市街 地の 防災 対 策に

関する 既往 研究 は 、 個 々 の 歴 史 的 市 街地を 対象 とす る 対策事 業の 報告 が 大半

であり 、市 街地 の 条 件 と 地 域 社 会 の 条件に 応じ て適 切 な防災 対策 を導 出 する

ための 方法 論の 確 立が 必 要 で あ る と して、 その 構築 を 本論文 の目 標と し てい

る。な お、 本 論 文 の 具 体 的 な 研 究 対 象は、 高山 市三 町 、桐生 市桐 生新 町 、焼

津市花 沢集 落の 三 件の 伝 統 的 建 造 物 群保存 地区 及び 奄 美市笠 利町 笠利 集 落、

カンボ ジア 王 国 シ ェ ム リ ア ッ プ 市 コ ロニア ル地 区 の 5 市街地 であ り 、歴 史的

市街地 とし ての 成 立 経 緯 や 建 造 物 等 の特徴 及び 防災 上 の特質 から みて 、 多様

性のあ る組 み 合 わ せと 評 価で き る 。  
 

第 2 章で は 、山 間 集 落 で あ る 焼津 市 花沢集 落を 対象 と して、江戸 期か ら 現

代に至 る集 落内 外 の土 地 利 用 、 産 業 、災害 及び 公共 的 防災対 策の 変遷 を 調査

し、本 地区 に お け る災 害 要 因 の 年 代 的変化 とそ の背 景 を分析 して いる 。 その

結果、 本地 区で は 近 代 初 期の 鉄 道 整 備を背 景と する 第 一次産 業の 振興 を 背景

として 土地 利用 が 変 化 し 、自 然 災 害 対策が 講じ られ た 一方で 災害 要因 も 多様

化した こと 、 更 に 高 度 成 長 期 以 後 の 人口減 少に 伴い 、 災害予 防・ 被害 軽 減の

困難性 が増 して い るこ と な ど を 明 ら かにし てい る。 本 調査は 、歴 史的 市 街地
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の災害 要因 が、 現 代に 至 る 市 街 地 内 外の開 発や 社会 構 造の変 化の 影響 を 強く

受けて おり 、保 存 対 象 と な る 歴 史 的 建築物 だけ で決 ま るもの では ない こ とを

具体的 に明 らか に し て い る 。 こ の 成 果は、 歴史 的市 街 地 の保 存の ため の 防災

計画に あた っ て 、 地 域 の 周 辺 環 境 や 社会構 造の 把握 が 必要で ある こと を 示す

ものと して 、高 く 評 価 さ れ る 。  
 
第 3 章で は 、歴 史 的 市 街 地 の 防火 対 策上の 課題 を規 定 する固 定的 要因 で あ

る市街 地構 成 、 建 造 物 及 び 公 設 消 防 施設の 状況 と過 去 の火災 事例 につ い て、

対象 5 市 街地 の 実 態調 査 が 行 わ れ て いる。その 結果か ら、こ れら の固定 的要

因は、 初期 消 火 に 失 敗 し た場 合の 大 規模火 災 の 発生 危 険に大 きく 影響 す るも

のの、 火災 対 応 の 早 期 化 に よ っ て そ の弱点 を克 服で き る可能 性が 大き い こと

を明ら かに し て い る 。更 にこ の結 果 から、 歴史 的市 街 地 の火 災被 害の 軽 減に

は、火 災感 知通 報 の早 期 化 が 必 須 で あるこ と、 近隣 に 公設消 防施 設が な い場

合には 地区 住 民 に よ る 初 期 対 応 支 援 が重要 であ るこ と が示さ れ、 その 実 現に

は災害 時の 共助 関 係の 構 築 及 び 一 般 住民が 使用 可能 な 消防機 材の 整備 が 重要

である とし てい る 。本 章 の 成 果 は 、 歴史的 市街 地に お ける 大 規模 火災 の 発生

危険は 建造 物、 消 防 施 設 等 の 固 定 的 要因に 依存 する が 、建造 物の 文化 的 価値

を損な わな いた め に は火 災 対 応 の 早 期化が 必要 であ る ことを 明ら かに し 、 歴

史的市 街地 の 防 災 計 画 で 設 定 す べ き 目標を 明確 にし た 点で高 く評 価に 値 する 。 
 
 第 4 章 では 、歴 史 的 市 街 地 で の 自 主防災 の可 能性 を 、対象 市街 地の 居 住者

の世代 構成 、防 災 意 識及 び生 活実 態 に関す るア ンケ ー ト調査 に基 づい て 分析

してい る。 そ の 結 果 、 住 民の 防 災 意 識は、 歴史 的市 街 地 とし ての 成立 要 因に

よって 特徴 的な 差 違を 生 じ て い る こ と、住 民に よる 災 害時の 共助 体制 の 構築

には日 常的 な 面 識 関 係の 程 度 が 大 き く影響 する こと な どが明 らか にさ れ てい

る。こ の結 果か ら 、地 域 住 民 の 参 加 を前提 とす る歴 史 的市街 地の 防災 対 策の

効果は 住民 の 面 識 関 係に 依 存 し 、 防 災戦略 の効 果や 火 災によ る被 害 の 許 容範

囲は、 この 面 識 関 係の 程 度 に 応 じ て 設定せ ざる を得 な いとし てい る。 本 調査

は、日 常的 な 近 隣 関 係が 自 主 防 災 を 軸とし た地 域防 災 対策の 効果 に及 ぼ す影

響を具 体的 に 実 証 し た 貴 重な 成 果 と して評 価 で きる 。  
 

第 5 章で は 、第 3 章 、第 4 章 の 調査 結果に 基づ いて 、火災対 応の 早期 化 を

基本と する 歴史 的 市 街 地 の 防 火 対 策 戦略の 考え 方及 び そのた めの 要素 技 術に

必要な 性能 を 提 示 した う え で 、調査 対象と され た 5 地 区を防 災対 策上 の 特徴

から分 類し て、 防 災計 画 の 基 本 方 針 が提示 され てい る 。この 方針 に基 づ く計

画内容 は、 現 実 に 対 象 地 域 に 提 案 さ れたも ので あり 、 現在、 利用 可能 な 技術

を用い て既 に 部 分 的に 事 業 と し て 実 施に移 され た内 容 もある 。災 害時 の 住民

参加の 振興 の 実 践 や効 果 の 検 証 に つ いて今 後に 課題 を 残して いる が、 実 際に

事業化 に至 った こ と は 大 き な 成 果 で ある。  
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第 6 章で は 、本 研 究 全 体 の 成 果が 総 括され てい る 。本 研究は 、主と して 日

本及び カン ボジ ア の 個 々 の 歴 史 的 市 街地を 対象 とし て いるが 、 提 示さ れ た方

法論は 、急 激な 都 市の 人 口 集 中 の 中 、近代 以後 に形 成 された 市街 地に 囲 まれ

た立地 や人 口減 少 が進 む 集 落 、 観 光 活用へ の 関 心な ど 、近年 、世 界の 多 くの

地域で 保存 が 求 め ら れ て い る 歴 史 的 市街地 に共 通す る 防災的 課題 の解 決 に有

効であ るこ とが 示 さ れ て い る 。  
 
以上 を要 する に 、 本 論 文 は 、 歴 史的 市街 地の 保存 に必 要な 防災 計画 の立 案

及び防 災技 術開 発 の指 針 に な る も の と 評価 でき る。 よ って、 建築 防災 学 及び

文 化 財 保 存 の 今 後 の 発 展 に 寄 与 う る も の と し て 、 博 士 (工 学 )の 授 与 に 値 す る

ものと 認め る。  
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